
【細施策シート】

5

年

度

要因分析

【必須】

５年度は大きな自然災害がなかったことに加え、防災士の登録者数増（R4.12：19,361人→R6.3：23,009人）、

自主防災組織の訓練実施増（R4：43.3％⇒R5：51.3％）など、えひめ震災対策アクションプラン等における防

災・減災対策に関する取組みが進んだことより、目標達成に資する結果になったと考えられる。

改善の方向性

【必須】

能登半島地震の課題・教訓等を踏まえ、南海トラフ地震に備えた地震・津波対策を推進するとともに、自助・共助

の取組みを促進し、地域防災力の向上させるため、防災士の養成や自主防災組織の活動の一層の活性化を図るな

ど、防災・減災対策の一層の充実・強化を図る。
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令和５年度　　事後評価シート
施策 29  大規模災害に備えたまちづくり
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①災害想定死者数

　【基準値】16,032人（平成25年）【目標値】2,439人

担当部局 県民環境部


